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                           陳  情  の  要  旨 
 

 

 日ごろより横河武蔵野ＦＣへの御支援ありがとうございます。おかげさまでク

ラブチームとしてチームの姿を変えてから、昨季はＪＦＬで６位という好成績を

おさめることができました。これもひとえに御支援いただいている大勢の皆様の

おかげでございます。心から感謝申し上げます。 

 さて、現在横河武蔵野ＦＣは武蔵野市に拠点を置き、ＪＦＬで上位をねらえる

クラブチームとしての活動はもとより、青少年の健全育成やまちづくりを中心と

した社会貢献をする地域密着のクラブチームを目指しています。この理念に基づ

き、チームとしてさらにリーグの上位を目指すため、そして地域へ貢献していく

ためには今まで以上に組織の強化、地域や行政との連携が不可欠と考えておりま

す。中でも行政とは、地元の陸上競技場等、施設の利用、地域へ根差すための支

援などの点から今までよりも連携、協働体制の強化をお願いしていく必要がある

と考えております。 

 以上のことから、下記のように、横河武蔵野ＦＣと武蔵野市と市民が一体とな

り、地域のために貢献ができることを主眼に置いた要望をいたします。何とぞ趣

旨をお酌み取りいただきますようお願い申し上げます。 

 

記 

 

１．横河武蔵野ＦＣが行う地域への貢献や、武蔵野市から横河武蔵野ＦＣへの具

体的支援などについて定期的に協議できる場を設けること。 

２．スポーツを通じ、広く青少年の健全育成やまちづくりに貢献できるよう横河

武蔵野ＦＣ、行政、市民が一体となった協働体制を目指すこと。 

３．市陸上競技場やその他関連施設利用については、より地元の施設を利用させ

ていただきたいとの考えから、他団体の利用とのバランスや協議を踏まえた上

で、可能な限りの枠を考慮すること。 

 


